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将
来
を
見
据
え
あ
ゆ
ん
だ
30
年
間

平
成
と
い
う
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ
り
、

５
月
よ
り
新
た
な
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

高
浜
市
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
成
す
30

年
間
で
あ
っ
た
か
を
振
り
返
る
と
、
平
成
初

頭
で
は
、
か
わ
ら
美
術
館
や
い
き
い
き
広
場
、

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
、
鬼
み
ち
の
完
成

な
ど
、
今
の
市
の
文
化
や
福
祉
の
拠
点
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
支

え
る
都
市
基
盤
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
高

浜
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
㈱
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
「
高
浜
市
自
治
基
本
条
例
」
と
い
う
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
に
加
え
、
「
た
か
は
ま

夢
・
未
来
塾
」
や
市
民
ム
ー
ビ
ー
「
タ
カ
ハ

マ
物
語
」
な
ど
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に

注
力
し
て
き
た
平
成
中
盤
。
公
共
施
設
の
老

朽
化
問
題
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
「
公
共
施

設
総
合
管
理
計
画
」
策
定
や
リ
ー
ス
方
式
で

の
市
役
所
本
庁
舎
の
建
替
え
な
ど
、
地
に
足

の
つ
い
た
ま
ち
の
姿
を
描
き
始
め
た
平
成
終

盤
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
先
の
未
来
を
見
越

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
す
。

本
年
４
月
か
ら
、
新
し
い
高
浜
小
学
校
の

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
と
し
て
、
ま
な
び
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
や
子
育
ち
・
子
育
て
な
ど
を
支
え
る
「
高

浜
市
地
域
交
流
施
設
」
（
一
部
）
が
、
い
よ

い
よ
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
取

り
組
ん
で
き
た
未
来
に
向
け
て
の
投
資
の
真

価
が
、
ま
さ
に
今
後
、
問
わ
れ
て
く
る
も
の

と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
初
頭
に
約
３
万
３
千
人
だ
っ

た
人
口
も
本
年
１
月
に
は
約
４
万
8
，

5
0
0
人
に
ま
で
増
加
し
、
人
口
減
少
社
会

の
な
か
に
あ
っ
て
も
本
市
は
依
然
と
し
て
人

口
増
加
を
続
け
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
す
。

一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
割
合

は
平
成
初
頭
と
現
在
を
比
較
す
る
と
約
９
％

上
昇
し
、
逆
に
15
歳
未
満
の
年
少
人
口
割
合

は
約
４
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
総
人

口
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
、
平
成
の
初

め
は
0.7
％
程
度
で
し
た
が
、
現
在
で
は
約
7.3

％
に
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
「
ま
ち
」
も

「
ひ
と
」
も
平
成
の
約
30
年
の
間
で
大
き
く

変
化
を
し
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
ま
ち
に

平
成
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
始
ま
り
、

多
発
す
る
自
然
災
害
や
人
口
減
少
時
代
へ
の

突
入
と
い
っ
た
不
安
要
素
に
包
ま
れ
た
一
方
、

高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
の
確
立
、

ま
た
「
Ｉ
Ｔ
」
や
「
Ａ
Ｉ
」
、
未
来
へ
の
希

望
を
感
じ
る
よ
う
な
技
術
が
急
激
な
進
歩
を

遂
げ
て
き
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
り
ゆ
く
時
代
に

私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
少
し
先
の
未
来
、

今
ま
で
よ
り
も
っ
と
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
世
の

中
が
変
化
し
て
い
く
。
山
積
す
る
行
政
課
題

や
新
た
に
発
生
す
る
行
政
需
要
に
対
し
、
従

来
の
考
え
方
・
仕
事
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
将
来
を
見
据
え
、
挑
戦
し
、

今
す
る
べ
き
こ
と
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算
策
定

新
た
な
時
代
を
切
り
開
き
、
そ
の
先
の
未

来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
平
成
31
年
度

予
算
編
成
方
針
を
「
新
し
い
時
代
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
予
算
」
と
し
、
本
市
の
将
来
像
を

見
据
え
、
「
事
業
総
点
検
及
び
効
率
性
の
視

点
」
「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
戦
略
的

視
点
」
「
重
点
取
組
事
項
へ
の
財
源
配
分
」

と
い
う
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
掲
げ
編

成
し
ま
し
た
。
「
重
点
取
組
事
項
」
と
は
、

徴
収
率
の
向
上
・
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

の
推
進
・
情
報
発
信
の
強
化
・
行
政
内
部
事

務
の
省
力
化
・
安
心
な
子
育
て
環
境
・

I
C
T
教
育
・
教
育
環
境
向
上
・
企
業
誘

致
・
産
業
振
興
・
防
災
力
強
化
・
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
な
が
る
事
業
で

す
。

こ
れ
か
ら
の
高
浜
市
の
た
め
に

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
我
が
国
は
経
済

的
に
豊
か
に
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
私
た
ち
は
便
利
な
生
活
を
享
受
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
や

社
会
の
た
め
に
と
い
う
よ
り
も
「
個
」
や

「
私
」
を
優
先
す
る
考
え
方
が
強
ま
り
、
一

昔
前
で
あ
れ
ば
地
域
社
会
に
お
け
る
相
互
扶

助
の
仕
組
み
の
な
か
で
解
決
さ
れ
て
い
た
問

題
を
個
人
が
抱
え
る
な
ど
「
つ
な
が
り
」
の

希
薄
化
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今

後
ま
す
ま
す
社
会
構
造
や
生
活
ス
タ
イ

ル
が
変
化
し
て
い
く
な
か
、
10
年
先
、
20
年

先
も
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
で
あ
り
つ
づ

け
る
た
め
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
ま

す
が
、
行
政
だ
け
で
は
、
ま
ち
の
課
題
、
時

代
の
も
た
ら
す
課
題
に
対
応
す
る
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。

地
域
、
事
業
者
、
関
係
機
関
、
議
会
、
行

政
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

『
お
客
さ
ま
』
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

『
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
』
と
し
て
輝
く
。
そ

ん
な
「
人
」
や
「
想
い
」
こ
そ
が
、
課
題
解

決
の
唯
一
の
手
段
で
あ
り
、
将
来
世
代
、
未

来
の
高
浜
市
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
本
文
は
市
議
会
３
月
定
例
会
で
行
っ
た
施
政
方
針
演

説
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

高浜市長　吉岡初浩

新たな時代を切り開き、その先の未来へとつなげていく

平成
31年度

施
政
方
針
・
当
初
予
算
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平成31年度

当初予算
の概要

平成３１年度の各会計予算が市議会
３月定例会で可決されました。
新年度予算の概要をお知らせします。

特別会計とは
特別会計とは、特定の事業を行

う場合に、その特定の収入を特定
の支出に充て、一般会計と別に経
理する会計です。

企業会計とは
企業会計とは、独立採算による

特定の事業を経理する会計です。

一般会計とは
一般会計とは、市の会計の基本となるもので、

市税収入を主な財源として、福祉の充実や道路の
整備など市の基本的な施策に要する経費を経理
する会計です。

当初予算　全会計総額

254億3,733万円
（前年比3.8％減）

一般会計
154億2,300万円

（前年比7.4％減）

特別会計　
64億7,951万円
（前年比23.4％減）

<内訳>
国民健康保険事業　 32億2,790万円
土地取得費　　　　　　　4,165万円
公共駐車場事業　　　　　3,485万円
介護保険　　　　　 26億7,234万円
後期高齢者医療　　　 5億 277万円

企業会計　
35億3,482万円
 （前年比169.1％増）

<内訳>
水道事業　　　　　 12億8,842万円
下水道事業　　　　 22億4,640万円

＜主なもの＞
■民生費・高齢者、障がい者福祉などに対する事業費

（社会福祉費）30億5,529万円
・こどもの福祉などに対する事業費

（児童福祉費）30億2,132万円
■衛生費・保健、予防接種などの事業費

（保健衛生費）10億2,169万円
・ごみ処理などの事業費

（清 掃 費） 9億3,135万円

■市税（主なもの）
・固定資産税　38億7,475万円 

（前年比  3.8％増）
・個人市民税　30億5,072万円 

（前年比  0.1％減）

市税
88億3,636万円

57.3％

民生費
（児童、高齢者、障がい者
福祉や生活保護など）
64億79万円
41.5％

総務費
（庁舎管理、企画
電算、防災など）

16億5,142万円
10.7％

衛生費
（医療、公共衛生、
ごみ処理など）

19億5,304万円
12.7％

教育費
（学校教育や

社会教育など）
21億9,430万円

14.2％
土木費

（道路、河川、住宅、公園など
の整備や維持管理）
14億1,163万円

9.1％

公債費
（市債の返済金）
7億9,427万円

5.1％

消防費
5億3,896万円

3.5％

商工費
2億2,895万円

1.5％
議会費

1億6,341万円
1.1％

農林水産業費
5,559万円
0.4％

その他
3,064万円
0.2％

歳 入

歳 出

その他
4億5,328万円

2.9％

国庫支出金
18億7,455万円

12.2％

交付金・交付税など
12億4,650万円

8.1％

市債
4億5,070万円

2.9％

諸収入
3億4,698万円

2.3％

繰越金
3億円
1.9％

県支出金
10億2,819万円

6.7％

繰入金
8億8,644万円

5.7％

《一般会計の歳入・歳出》

問合せ先　□市財務グループ
☎52－1111


